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平成３０年度長野県内
薬用植物の種類と面積



長野県の薬用植物栽培の動き



薬用植物の生産体制



長野県の薬用植物生産方針



長野県の推奨栽培薬用植物の変遷

薬用植物は、栽培する地域における天候により収量が左右されたり、市場での
需要の変化などで価格が大きく変わる。この為、栽培希望者には指針として栽
培品目を提示すると共に、栽培する薬用植物は５年毎に見直してきた。

平成２０年～２４年度の栽培推奨薬用植物
ドクダミ、オオバコ、ウイキョウ、カノコソウ、トウキ、センキュウの６種

平成２５年～２９年度の栽培推奨薬用植物
ウイキョウ、オオバコ、オトギリソウ、カノコソウ、クコ、ゲンノショウコ、サフラン、スギナ、

センブリ、ドクダミ、ハトムギ、ヒキオコシ、ボウフウ、ミシマサイコの１４種

平成３０年度以降の栽培推奨薬用植物
〇推奨薬用植物：カノコソウ、ウイキョウ、オオバコ、ゲンノショウコ、ミシマサイコ、ドクダミ、セ
ンブリ、クコ、ボウフウ、ハトムギ（ヨクイニン）、スギナの１１種

〇準推奨薬用植物：オトギリソウ、ヒキオコシ、サフラン、シャクヤク、オタネニンジン、イカリソウ、
ムラサキの７種

長野県の最大の特徴は毎年４月１日に「薬用植物購入参考価格」を示しているので、栽
培を希望する人には、薬用植物を栽培するとき何を作ったらよいか参考になることである。
種苗は希望者への有償譲渡を行っており、種子はウイキョウ、オオバコ、オトギリソウ、

センブリ、ボウフウ、苗はカノコソウが配布可能。



薬用植物生産者ネットワーク

登録申請



現在課題と今後の対応
１ 「薬用植物の成果品は価格が安い」。このため、機械化による大量生産が望まれる。

２ 薬用植物は、通常の農作物と違い、成果品をそのまま「生」で市場に提供することはない。洗浄、湯ど

うし（種類による）、乾燥などの調整作業が付随するため手間がかかる。価格への転化が望まれる。

３ 特に、乾燥は重要な作業のため、乾燥機の設備を考えなくてはならない。

４ 薬草植物の起源は雑草であり、野山の中で生育していた。それだけに、既存の耕作地で栽培すると、病

害虫の発生し、また耕作地の雑草は性質は強いため薬草が負けてしまう。そのため、雑草対策が重要

である。この場合、面積当たりの収量は落ちるが、畝幅を広く取り、この間をトラクターで耕し、雑草を

生えさせないように対応する。

５ 薬用植物の種類により、１年で収穫するものもあるが、２年、あるいは３～５年で収穫する種類もある。

収入を考えた生産計画が必要である。

６ 薬草植物はセリ科の植物が多く、連作障害が発生する。

７ 農作物との違いは薬用植物の成分規格があり、基準に合格しなければ取引の対象にならない。検査の

対応を考えなくてはならない。

８ 薬用植物は、野菜市場のような取引場所がない。それだけに投機的な価格の動きをすることがあり、価

格の変動がある。同時に気候により収穫量に変動がある。これらを勘定し、市場情報を把握しなくては

ならない。

９ 薬用植物の栽培には、薬用植物に限らず健康食品に利用する植物も栽培し、収入増を考える。

10 薬用植物の栽培には何を栽培するか迷うことがある。適切な指導体制を確立しておくこと。

11 マッチングによる栽培は大量生産が基本となるので、取組みを渋る人がいる。

12 薬用植物を栽培するに当たり、成果品の販売先、販売価格を考えておくこと。

13 薬用植物の栽培には、栽培情報が必要である。栽培者に情報交換の場を設けることを考える。




